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各中学校長 殿 
各クラブ代表者 殿 
 
                                                青森県バドミントン協会           
                                                 会長    花 田 康 夫         
 
          第５４回 青森県中学校春季バドミントン選手権大会の開催について 
 
 本大会を、下記要項により開催することにしましたので、ご参加下さるようご案内申し上げます。 
 

記 
 
１．主    催 
 
２．共    催 
 
３．主    管 
 
４．会    期 
 
 
 
 
 
５．会    場 
 
 
６．種目及び 

参加数 
 
 
７．参加資格 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．競技規則 
 
 

青森県バドミントン協会 
 
青森県中学校体育連盟 
 
青森県中学校体育連盟バドミントン専門部 
 
令和７年 ４月２６日(土)  会場準備 8:00  

＊青森市内校は 8:00 からの準備の手伝いをお願いします。 

開  館 9:20  監督会議    9:40  
諸注意 10:00  団体戦開始 10:10 

令和７年 ４月２７日(日)  開  館  8:00  個人戦開始  8:50  
 
新青森県総合運動公園「マエダアリーナ」 
〒039-3505  青森市大字宮田字高瀬２２の２  ℡017-737-0600 
 
①団体：男子・女子（各チームより１チーム） 
②シングルス：男子・女子（各チームより８名） 
③ダブルス  ：男子・女子（各チームより８組） 
 
令和７年度(公財)日本バドミントン協会会員であること。 
＜団体戦＞   
①団体戦でベンチ入りできるのは、監督(出場校の校長・ 教職員・部活動指導員、地

区中体連に申請済みのクラブの指導者)１名、マネージャーもしくはコーチ１名、選

手５～７名とする。 
コーチは校長が認めた者か地区中体連に申請済みのクラブの指導者とする。 

②マネージャーは選手として試合に出場できない。 
＜個人戦＞  
② 同一選手が単と複を兼ねて出場できない。 
②個人戦でベンチ入りできるのは、監督(出場校の校長・ 教職員・部活動指導員、地

区中体連に申請済みのクラブの指導者)１名の他に、マネージャー(教職員)・コーチ・

アドバイザーのうち１名とする。（アドバイザーは校長が認めた者か地区中体連に申

請済みのクラブの指導者とする。） 
 
大会要項及び、令和７年度(公財)日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規程
及び同公認審判員規程に準じて実施する。 
 
 



９．競技方法 
 
 
 
 
10．シャトル 
 
 
11．抽選方法 
 
 
12．表    彰 
 
 
13．参 加 料 
 
14．参加申込 
 
 
 
 
 
 
 
 
15．そ の 他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①団体戦・個人戦ともにトーナメント方式で行い、３位決定戦を行う。 
②団体戦は２複１単とし、複・単・複の順で対戦する。なお、同一選手が単と複、及

び複と複を兼ねて出場することはできない。団体戦の１回戦にかぎり、勝敗がつい

ても第２ダブルスの１セット目までは行う。 
 
令和７年度(公財)日本バドミントン協会第１種もしくは第２種検定に合格した水鳥

シャトル（４番）を使用する。 
 
①団体戦は、昨年度、県秋季大会のベスト４のチームをシードする。 
②個人戦は、昨年度、県冬季大会の各種目ベスト４のチームをシードする。 
 
①団体戦の３位までに賞状を授与し、個人賞状も授与する。 
②個人戦のベスト８までに賞状を授与する。 
 
団体１チーム ８,０００円    個人１人１種目 １,２００円 
 
メールで送付した申込書のデータにチーム内で強い順に入力し、下記メールアドレ

スへ添付ファイルで送付する。 
〒036-8085  弘前市末広 3-2-1  弘前市立東中学校    
TEL 0172-26-0575   FAX 0172-26-0559 
沖野真智子 宛 E-mail  mac-okino@hirosaki.ed.jp 
太田 英也  宛 E-mail  guin06@hotmail.co.jp 
上記、両方のメールアドレスに送付してください。 

申込締切日：令和７年 ４月１１日(金)  必着 
 
①引率者・監督は出場校の校長・ 教職員・部活動指導員、地区中体連に申請済みの

クラブの指導者とする。（ただし、部活動がなく、個人的に参加する場合は、学校の

判断に任せる。） 
②選手変更等について 
＜団体戦＞・団体戦の監督、マネージャーもしくはコーチ、選手の変更は監督会議

時に受け付ける。(以降の変更は認めない。) 
＜個人戦＞・個人戦の監督、アドバイザーの変更は監督会議時に受け付ける。(以降

の変更は認めない。) 個人戦の選手変更は原則として認めない。 
・個人戦に参加している選手が病気等の事情により参加できない場合は、監督会議

の承認を得て、当該チームから個人戦に登録されていない選手を補充できる。ただ

し、すでに個人戦に登録されている選手同士での変更はできない。 
③団体戦の優勝杯は持ち回りなので、前年度優勝チームは優勝杯を持参する。 
④敗者審判制をとるので、審判ができるようにしてくる。 
⑤検定ウェアを着用する。上衣背面には学校名・クラブ名及び姓を表示する。（大き

さは、縦 20ｃｍ・横 30ｃｍの範囲内とする。）  
文字列の大きさは、高さ 6cm～10cm とする。 
同性の選手がいる場合は名前の一文字目を小さく入れる。 
⑥申込書に記載する選手氏名・学校名・クラブ名・学年等の情報は大会プログラム

に掲載し、公表するとともに、大会結果集約に利用する。成績上位者については報

道発表並びにホームページに掲載する。事情がある場合、参加申込時に連絡をする。 
⑦本大会の団体戦・個人戦のベスト４に入賞した地区に、県夏季大会のシード権を

与える。 
この大会結果を県中学校体育大会夏季大会のシードへ反映させる。 

 

弘前東中 

太田理 

 


